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≪環境経営理念≫

　　 推進していきます。

2018 年 10 月 1 日　制定

　 株 式 会 社　黒 澤 組
　　代表取締役

　　　　　黒 澤　和 彦　　　　㊞

　6. 環境に 配慮した材料、製品等を優先して購入する「グリーン調達」を

１．環　境　経　営　方　針

　　 力を得るように努めます。

　7. 環境への取り組みを環境経営レポートとして取りまとめ、公表します。

　 　取り組みます。

　2. 設計・施工業務及び内勤業務において、技術的、経済的に可能な

　 　組みます。

　 　資源、省エネルギー、建設廃棄物の削減、リサイクルに積極的に取り

　5. 本方針は、当社の協力会社に対しても周知し環境活動への理解と協

　4. この方針を全従業員に周知し、環境への意識向上を図り、全員参加で

　 　に努めます。

株式会社黒澤組は、建設業としての事業活動が、地域社会か
ら地球規模に至るまでの環境に深く関わっている事を十分に認

自然環境の保全・調和・共生に積極的に取り組み、「郷土の豊か
な自然と住みやすい社会の創造」に努めます。

識し、環境に十分配慮した行動をとらなければなりません。

　3. 環境目標・目的を定め、定期的に見直しを行い、継続的な維持、改善

　 　範囲で環境保全活動を行います。

　1. 環境関連の法規制を遵守し、建設公害の防止と汚染予防に努め、省

≪環境経営方針≫

DAISHIN CONSTRUCTION㈱黒澤組



２．組織の概要

1.事業所名： 株式会社黒澤組

2.代表者名： 代表取締役　黒澤和彦

3.所在地： 本社　
〒384-1105
長野県南佐久郡小海町大字千代里3162番地

生コンクリートプラント工場
〒384-1102
長野県南佐久郡小海町大字小海2740番地1

東御営業所 
〒389-0518
長野県東御市本海野1692番地1　パールハイツA202号室

4.事業内容： 総合建設業
（土木、建築、舗装、とび･土工･コンクリート、上下水道、水道施設、造園、管）
コンクリートの製造販売

5.許可内容: 産業廃棄物(アスファルト等)の運搬

一級建築士事務所
宅地建物取引業

6.事業規模： 創業 昭和27年 
設立 昭和41年

資本金 5,000万円

売上高 43億円

従業員数 99人

7.EA-21責任者： 小須田　直人

8.建設業登録： 建設業許可／長野県知事許可(特－3)第500号

１級建築士事務所／長野県知事登録(佐久)D第55091号 

宅地建物取引業者免許／長野県知事(4)第4394号 

9.連絡先： TEL： 0267-92-2158
FAX： 0267-92-4314

URL： http://www.kurosawagumi.co.jp/
E-mail： info@kurosawagumi.co.jp  

10.登録の範囲 総務部・営業部・土木部・建築部・生コン部
  適用範囲： 建築、土木工事の設計及び施工
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当社は、各業務に関連する省資源・省エネルギー、廃棄物削減及びリサイクル、
環境に優しい施工等の環境活動を推進しています。

推進体制は下記の通りです。

　1 環境管理責任者の任命

　2 全体統括、環境方針の策定、取組実施の資源の準備、体制の整備

　3 代表者による全体の評価と見直し

　1 EA21システムの構築及び実施の推進管理

　2 環境活動計画の策定及び取組への自己チェック、報告

　3 EA21に関する事務（文書・記録の作成及び保管）

　4 外部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮｰﾝ情報の収集及び関係部門への伝達

　5 環境関連法規の最新化及び関係部門への伝達

　1 環境活動計画の立案、実施責任者

　2 運用責任者

　1 環境管理責任者の補佐

　2 EA21に関する事務補佐（文書・記録の作成及び保管）

　1 環境経営方針、目標の理解と環境への取り組みへの重要性の自覚

　2 決められたことの順守と積極的に環境活動に取り組む

３．実施体制

黒澤　和彦

統括責任者
代表取締役

山浦　義成

EA21推進役職 役割・責任及び権限

総務部

黒澤　和彦

EA21責任者

小須田　直人

EA-21事務局

営業部 建築部 土木部 生コン部
小須田 直人 中曽根　雄治 黒澤　章 丹後　大和

代表取締役

EA-21事務局

全社員

小須田　直人

各部長

環境管理責任者

㈱黒澤組



４．環境経営目標と環境経営計画
【 環境経営目標 】
環境方針に伴う環境負荷軽減の為の環境目標は次の通りである。

単 位 令和4年 令和5年 令和6年

灯油使用量 リットル/百万円 1%削減 1%削減 1%削減

ガソリン使用量 リットル/百万円 1%削減 1%削減 1%削減

電力使用量 KWｈ/百万円 1%削減 1%削減 1%削減

CO2総排出量 kg-co2 1%削減 1%削減 1%削減

人材育成 新卒採用2名 新卒採用2名 新卒採用2名

省エネ設備の提案

ガソリン使用量 リットル/百万円 1%削減 1%削減 1%削減

灯油使用量 リットル/百万円 1%削減 1%削減 1%削減

軽油使用量 リットル/百万円 1%削減 1%削減 1%削減

電力使用量 KWｈ/百万円 1%削減 1%削減 1%削減

CO2総排出量 kg-co2 1%削減 1%削減 1%削減

全
体

CO2総排出量 kg-co2 1%削減 1%削減 1%削減

【 環境経営計画 】

目　標 担　当

基準値比
1％削減

EA-21責任者
小須田直人

基準値比
1％削減

EA-21責任者
小須田直人
土木部長
黒澤章

前年同程度
EA-21責任者
小須田直人

人
材

新卒採用2名

EA-21責任者
小須田直人

総務部
小林茂樹

製
品

EA-21責任者
小須田直人

建築部
山浦義成

EA-21責任者
小須田直人
土木部長
黒澤章

EA-21責任者
小須田直人
EA-21事務局

EA-21責任者
小須田直人
EA-21事務局

そ
の
他

EA-21責任者
小須田直人
各部門長

1101363.26

排
出
量
削
減

排出量削減

①環境保全関連の情報伝達
②各種研修、講習への参加

・環境関連の情報伝達を全体朝礼等定期的に行う。
・現場状況､社会情勢に合致した有効的な内容を
　常に模索する。

①よい人材を獲得する
②採用した若手の定着
③人材の早期育成

・リクルート活動の拡大
・スキルアップ研修の実施
・人事評価制度の改訂

省エネ設備機器の採用・提案
・顧客への省エネ設備機器の採用・提案
　(エコケーブル、LED電灯、換気扇、冷暖房機
等)

実　施　項　目

建
設
現
場

水道使用量の維持
・節水
・コップ、容器等の利用促進

＊電気使用量の削減
①不要時の消灯の徹底。
②OA機器等のｽｲｯﾁｵﾌ。
③冷暖房の適温運転。
④節電表示の取付。

・毎日17時に不要の消灯確認ﾁｪｯｸを行う。
・節電表示により常に意識付けを行う。
・設定温度の明示、フィルターの定期清掃実施。
・最終退出者による消し忘れﾁｪｯｸをする。

＊化石燃料使用量の削減
①不要積載物の有無確認。
②現場車両の必要最小限化。
③ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの推進。
④暖房の温度管理(20～23℃)

・ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの周知徹底。
・重機車輌の燃料使用量の把握と分析を行う。
・工事現場への適切な配車を行う。
・設定温度の明示、フィルターの定期清掃実施。

製品

実　施　方　法

購入電力排出係数は2019年中部電力0.431kg-co2/KWｈを用いて算出しました。

CO2

排
出
量
の
削
減

廃
棄
物
の
削
減

＊建設廃棄物排出量の削減
①管理票による適正処理。
②廃棄物の分別の徹底。
③残余資材のﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙ活
動の推進。

・廃棄物置場の明示により正しく分別する。
・再利用可能品は決められた場所に分別する。

＊一般廃棄物排出量の削減
①廃棄物の分別の徹底。
②ﾘﾕｰｽ、ﾘｻｲｸﾙ活動の展開。

・個人の飲食による廃棄物は社内に持込まない。
・廃棄量を把握し、意識付けを図る。

＊ｺﾋﾟ一用紙使用量の削減
①使用済用紙の裏紙活用。
②電子媒体の有効利用。
③社内書類の両面･集約印刷
④グリーン購入

・印刷前のﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ確認を習慣付ける。
・社内LAN及びE-mailでの文書の共有･電子化を推
進する。
・社内書類は極力【両面･集約･白黒】で印刷
・環境ラベル表示製品を優先的に購入する。

人材

14.05

1.86

1056609.45

66.53

28.94

※売上高百万円に対する値

項　　目 R3.10～R4.9

事
務
所

0.02

10.97

新卒採用3名

2.27
排
出
量
削
減

44753.81

㈱黒澤組



５．環境活動計画の取組結果の評価、次年度の取組内容

令和3年10月1日～令和4年9月30日

項目 単位 目標値 実績値 取組結果 評価 次年度の取組内容

時刻による消灯の徹底。

節電意識の更なる徹底。

適正温度管理の徹底。

暖房機器の入替、点検清掃の実施

適正温度管理の徹底。

暖房機器の入替、点検清掃の実施

建設現場の配車効率を高める

燃費の良い車両重機導入検討

全
体

CO2総排出量 kg-CO2 871522.74 1101363.26

現場数の増加及び事務所の
電力使用増等により目標達成
できなかった。

×
引き続き配車効率等を見直し、ｶﾞｿ
ﾘﾝ・軽油の削減をメインに、CO2排
出量の削減に取り組む。

各種研修への
参加

各種講習への参加 社員の環境への認識の強化

グリーン購入
排出ガス対策型の重機導
入、環境によい商品の購入

燃料使用量の把握及び使用量
の削減、商品購入時に確認

地域清掃 ボランティア活動への参加
次年度も活動に参加し、地域
に貢献する

※「2.組織の概要」に示した売上高で算出

目標達成。

適切な養生、現場事務所内の暖
房管理の徹底をする。

×

電力使用量 KWh/百万円 21.40 28.94
現場数の増加等により目標達成
できなかった。

14.05

1056609.45

事
 

業
 

所

人材育成 新卒採用 2名 3名

㍑/百万円

CO2総排出量 kg-CO2

2.273.43

省エネ設備・製
品

ガソリン使用量

10.9710.30KWh/百万円電力使用量

㍑/百万円

47934.81

ガソリン使用量

軽油使用量

14.99

灯油使用量 ㍑/百万円 3.07

水道使用量 ㍑/百万円 0.05

灯油使用量

そ
の
他

○

○

CO2総排出量 kg-CO2

㍑/百万円

○

現場数の増加等により目標達成
できなかった。

建
 

設
 

現
 

場

×

目標達成。 ○
適切な養生、現場事務所内の暖
房管理の徹底をする。

夏場の冷房の温度管理の徹底×

現場数の増加等により目標達
成できなかった。

目標達成。

66.53

配車効率等を見直し、ｶﾞｿﾘﾝ・軽油
の削減をメインに、CO2排出量の
削減に取り組む。

㍑/百万円 14.99

853779.96

住宅建築の現場で提案でき
た。

0.23 0.02

引き続き住宅建築の現場で提案を
続けていく。

○目標達成。

×
節電、蛍光灯使用本数削減等
を行ったが目標達成できな
かった。

○

○

目標達成。

1.86

0.05 目標達成。 ○ 引続き使用量維持を目指す。

○

リクルート活動を拡大
新人研修の充実を図る

44753.81
節電、温度管理等、暖房機器の効
率的な運用を行っていく。

新卒3名採用

㈱黒澤組



◆　環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果　◆

OK

　9.フロン排出抑制法  業務用エアコンの適正な管理 OK

　10.グリーン購入法  環境への負荷ができるだけ少ないものを選んで購入 OK

 過積載防止

 自然保護、環境保全条例遵守  12.小海町自然保護条例

 排出ガス対策型であることの確認
　　　　　　の規制に関する法律

　　　　　建設機械普及促進規程

OK

OK

 マニフェストに基づく適正処理

 一般廃棄物及び産業廃棄物の管理､排出

OK　2.建設リサイクル法  対象建設工事の届出､再資源化等の実施･報告･記録の作成

　3.容器包装リサイクル法
 に分別排出する

OK

６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

令和４年/11/7

　5.排出ガス対策型

　7.消防法（危政令）

　4.建設廃棄物処理指針

 排ガス対策型建設機械の使用

(R3.10～R4.9)

OK

OK

てもありません。

　当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、環境関連法規へ

◆　環境関連法規への違反及び訴訟の有無　◆

 少量危険物の貯蔵・取扱の基準(軽油、灯油)

　6.特定特殊自動車排出ガス

の違反はありませんでした。

　8.騒音規制法  市町村へ届出 OK

　なお、過去3年間、関係機関よりの違反等に関する指摘、利害関係者からの訴訟等につい

環境法規制等の名称 要求事項

 市町村が定めた分別の基準に従い容器包装廃棄物も適正

評価内容

　1.廃棄物処理法

OK

  11.道路交通法 OK

㈱黒澤組



【 緊急時の体制 】

＊緊急時該当者（家族等）については、緊急時連絡系統図と共に現場事務所等に常備のこと。

小須田直人
小諸労働基準監督署 0267-92-2158 セコム上信越㈱

0267-22-1760 0267-68-6435

090-8743-7544
佐久保健福祉事務所 小海町役場生活環境係

0267-63-3162 ＥＡ２１責任者 0267-92-2525

統括責任者
佐久地域振興局 代表取締役社長 佐久水道企業団
0267-63-3166 黒澤　和彦 0267-62-1290

佐久広域南部消防署 佐久総合病院

0267-92-2525
各現場代理人

0120-984-522

0267-63-3170 0267-78-3035
佐久建設事務所 NTT東日本

佐久警察署 浅間総合病院

0267-92-0119 0267-82-3131

中部電力㈱小海町役場

緊
急
時
の
対
応
手
順

気象情報の収集と対応

１．テレビ、ラジオからの気象情報の入手。
２．長野県砂防情報ステーション、長野気象協会の局地予報で情報を得る。
３．降雨量(降雪量)が50mm以上予想されるときは、事前に対処する。
　　[警戒避難雨量:連続雨量75mm、24時間雨量60mm、1時間雨量15mm]

４．簡易雨量計を現場に設置し、観測を行う。

作業中止、警戒及び点検

１．収集した情報及び現場の状況により速やかに作業中断し、作業員・工事車両は

　　現場事務所前へ退避する。

緊
急
時
の
対
応
手
順

応急処置を含む緊急時
の作業手順

内部及び外部への連絡

事後処理策

　　見直し、再発防止に努める。

緊急時態の想定 工事現場での大雨・大雪警戒

４．消防署に通報と同時に工事部長及び社長へ緊急連絡する。

２．現場責任者は必要に応じ2名以上を構成員とする警戒版を出動させて巡回点検を

    実施し、周辺の状況把握に努める。

３．警戒態勢が解除され作業再開する前は地盤の緩み、崩壊、陥没等の危険が

　　ないか入念に点検する。

事後処理

１．ＥＡ２１責任者は緊急事態終息後、発生原因を特定し再発の未然防止に努める。

２．ＥＡ２１責任者は、緊急事態への対応方法に改善の余地があるときは

　　見直し、再発防止に努める。

１．工事部長は火災の連絡を受けた場合、状況把握に努め、社長への

１．火災が発生した場合、現場担当者は消火器で初期消火に努める。

３．初期消火による対応が困難と認められる場合、担当者又は工事部長は消防署

２．連絡を受けたものはすぐに現場に急行し、工事部長の指示を仰ぐ。

　　に通報する。（火災発生場所、火災の程度）

２．同時に近隣に大声で通報し、火災発生の連絡と消火の応援を要請する。

３．ＥＡ２１責任者は緊急事態への対応方法に改善の余地があるときは

0267-62-0110

７．緊急時態の想定及び対応手順
緊急時態の想定

　　責任者は適切な事後処理の指示を行う。

２．ＥＡ２１責任者は緊急事態の発生原因を特定し再発の未然防止に努める。

５．重要書類、重要データの屋外への持出を行う。

工事現場での事故・災害（火災等）

0267-67-2295

　　連絡と同時に社内緊急連絡網で社内連絡を行い応援体制を敷く。

１．緊急事態が収束した後は周辺地域に環境影響を及ぼさないようＥＡ２１

　　また緊急事態の早期解決に努力する。

㈱黒澤組

事故・災害



令和4年11月7日
1.見直しに必要な情報

①環境関連法規等の遵守状況

　遵守出来ています｡今後も継続します。

②問題点の是正及び予防処置の状況

　データーを精度の高いものとする事。引き続き全社員が目標の意識を持てるように教育に
力を入れると共に、環境・安全・品質マネジメントシステムの包括的な運用を目指し、業務を
継続的に改善します。

環境目標達成状況
環境活動計画達成状

況

事務所において電力使用量、現場において軽油・電力使用量は目標達成には至らなかっ
た。

①環境コミュニケーション(内部･外部)

　内部は実施出来ています。
　今後は外部の環境に関する講習会等参加して行く予定です。

②環境関連法規等の動向ほか

　情報収集を定期的に行っていきます。

環境管理責任者から改
善への提案･コメント

　今後も精度の高い実績値が残せるように､扱うデーターの精査をする必要がある。又、環
境・安全・品質の各システムの統合を次年度も徐々に進めていく事で、よりよいシステムの運
用が出来ると考えられます。

2.代表者による見直し

変更の必要性　　□有　　　・無

　特になし

変更の必要性　　□有　　　・無 

　随時柔軟に変更可能性を精査予定ではあるが環境方針、環境目標、環境活動計画及び
環境経営システムについては今後も現状のものを維持継続する。

その他 　

総括評価

　建設業界でも課題となっている長時間労働や土日出勤の解消が排ガス、使用燃料・
電力等の削減に繋がることを念頭に置きながら目標達成に向けて社員全員で意見を出
し合い創意工夫を進めて、生産性を高めていくことが重要である。
　また、当社の課題として挙がっている社員教育、人材育成においても人事評価制度の
改定、年齢層・役割ごとの研修等今後も行っていく。

環境経営方針
実施体制

環境目標･環境活動計
画

８.代表者による全体取り組み状況の評価及び見直し・指示の結果

　実施期間:令和3年10月1日～令和4年9月30日

環境管理責任者の報告及び改善の提案

取組状況の評価結果

周囲の変化の状況

代表者による変更の必要性の有無･指示事項等

㈱黒澤組



エコアクション２１　環境活動レポート

住　所 ： 〒384-1105
長野県南佐久郡小海町大字千代里3162

Ｔ Ｅ Ｌ ： 0267-92-2158
Ｆ Ａ Ｘ ： 0267-92-4314
H　　P ： http://www.kurosawagumi.co.jp
E-mail ： info@kurosawagumi.co.jp

http://www.kurosawagumi.co.jp/
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